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この点について，Atkinson et al. (2012)や Lanen et al. (2008)といった教科書は，エクセルのよ
うな表計算ソフトによる機械計算を用いることで，依然として CVP 分析を実行できると主


















                                            



















を考慮するために，1980 年代，1990 年代，2000 年代の 3 つに区分して分析する。ただし，
どの程度の推定期間が望ましいのかが不明なため，4 年から 10 年まで推定期間を増加させ
て推定値の挙動を観察することとする。最小期間の 4年は CVP モデルを推定するための統
計的に最低限の期間であり，10 年はコストビヘイビアの構造変化だけではなく企業を取り
巻く経済状況の変化などの影響を含めるための最大期間として設定した。なお，データの




表 1 サンプルサイズ 
推定期間 2000年代 1990年代 1980年代 
10期間 1582 970 502 
8期間 1716 1066 833 
6期間 1858 1310 1141 









表 2 推定期間を 10年とした際の推定値の基本統計量 
 平均 標準偏差 第 1四分位 中央値 第 3四分位 
2000年代（2001－2010） 
固定費 2279  124664  －704  1598  7093  
固定費（p値） 0.295  0.306  0.026  0.171  0.532  
変動費率 0.888  0.161  0.822  0.918  0.976  
変動費率（p値） 0.005  0.052  0.000  0.000  0.000  
1990年代（1991－2000） 
固定費 16930  89697  －138  3183  12953  
固定費（p値） 0.236  0.286  0.011  0.092  0.405  
変動費率 0.876  0.141  0.805  0.890  0.969  
変動費率（p値） 0.001  0.021  0.000  0.000  0.000  
1980年代（1981－1990） 
固定費 1022  22405  －553  437  2055  
固定費（p値） 0.268  0.295  0.012  0.140  0.485  
変動費率 0.908  0.113  0.871  0.935  0.973  
変動費率（p値） 0.001  0.012  0.000  0.000  0.000  
固定費の単位は百万円。 
 
表 3 推定期間を 4年とした際の推定値の基本統計量 
 平均 標準偏差 第 1四分位 中央値 第 3四分位 
2000年代（2007－2010） 
固定費 20013 205997 －731 2416 10601 
固定費（p値） 0.370 0.295 0.109 0.295 0.605 
変動費率 0.849 0.405 0.749 0.887 0.984 
変動費率（p値） 0.054 0.134 0.002 0.011 0.037 
1990年代（1997－2000） 
固定費 16718 126057 －1067 2034 9569 
固定費（p値） 0.375 0.294 0.117 0.302 0.605 
変動費率 0.866 0.241 0.763 0.897 0.986 
変動費率（p値） 0.042 0.107 0.001 0.008 0.030 
1980年代（1987－1990） 
固定費 －856 72258 －1156 818 3517 
固定費（p値） 0.335 0.291 0.083 0.242 0.542 
変動費率 0.988 2.668 0.859 0.926 0.979 






















図 1  推定期間ごとの分類された固定費の割合 






 これら 3 分類の推定期間ごとの割合は，図 1 のとおりとなった。ここでは，10 年と 4 年
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